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- 対話を対象とした看護師間の申し送りの分析 - 
 













































































































































































  夜勤リーダ（送る側） 日勤リーダ（送られる側） 看護課長 
挨拶  1 4     ( 1 . 0 % )   8       ( 2 . 5 % )   1    ( 1 . 3 % )
相槌  2 2     ( 1 . 6 % ) 1 0 5     ( 3 2 . 4 % )   5    ( 6 . 6 % )
応答  5 9     ( 4 . 2 % )  8 3      ( 2 5 . 6 % )   6    ( 7 . 9 % )
確認 2 8 4   ( 2 0 . 1 % )  5 0      ( 1 5 . 4 % )  1 4   ( 1 8 . 4 % )
報告・説明 7 9 5   ( 5 6 . 3 % )   8      ( 2 . 5 % )   7    ( 9 . 2 % )
行為宣言  2 6     ( 1 . 8 % )   0         ( 0 % )   0     ( 0 % )
指導・忠告  3 6     ( 2 . 5 % )   4      ( 1 . 2 % )  1 0     ( 1 3 . 2 % )
依頼要求  5 5     ( 3 . 9 % )   1      ( 0 . 3 % )   0     ( 0 % )
推測  4 5     ( 3 . 2 % )   1      ( 0 . 3 % )   3    ( 3 . 9 % )
質問  6 8     ( 4 . 8 % )  4 6    ( 1 4 . 2 % )  2 9   ( 3 8 . 2 % )
感性   8       ( 0 . 6 % )  1 8      ( 5 . 6 % )   1     ( 1 . 3 % )
合計 1 4 1 2     ( 1 0 0 . 0 % ) 3 2 4   ( 1 0 0 . 0 % )  7 6   ( 1 0 0 . 0 % )
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システムを活用しており，情報ボード上では電子カルテ
を使用することも可能である。手書き情報とITを組み合
わせた点が特徴的であり，申し送り内で使用することに
よって情報のゆがみが減少し，情報伝達ミスの軽減につ
ながると考えられる。また，対話内で電子ペンを使用す
ることでより看護師の暗黙知が表出化されると考えられ
る。よって今後は看護師間の申し送りについて情報コミュ
ニケーションと知識創造の観点より研究を深めながら，
前述したようなシステムを開発し，実際に病院の方々に
使用して頂くことで，その有効性について検証したいと
考えている。 
 
図5 調査対象病院の電子カルテ 
 
図6-1 使用されている電子ペン 
 
図6-2 情報ボードの活用場面 
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